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Cefuroxime axetil(CXM-AX)はGlaxo社 に よっ て開 発 され た新 セ フ ェム系 内服 剤 で,腸 管 壁

で脱 エ ステ ル 化 され てCefuroxime(CXM)と して 吸 収 され て 抗菌 作用 を発 揮 す る といわ れ る。16

例 の臨 床症 例 に 本剤1日750～1,500mgを 使 用 し,そ の有 用 性 お よび 副f乍用 に つ き 検 討 した。 効

果判 定可 能 症 例14例 中,呼 吸 器 感 染 症 で72.7%,尿 路 感 染 症 で は100%(両 者 合 算 して78.6%)

の有 効 率 であ った 。 副 作用 は1例 に好 酸 球 増 多 を認 め,ま た1例 の 多型 滲 出性 紅斑 の患 者 て本 剤 投

与 に よ る発 疹 の増 悪 とGOT・GPTの 一 過 性 上 昇 を 認 め た 。

さきにGlaxo社 で開発され たセフェム系抗生剤の一

種であるCefuroxime(CXM)は 注射剤であったが,今

回,こ の誘導体 として経 口剤 のCefuroxime axetil

(CXM-AX)が 開発された。その構造式をFig.1に 示 し

た。これにつき臨床的効果ならびに副作用の検討を行っ

たので報告する。

1.方 法

CXM-AXを 投与 した症例は男5例,女11例 で,そ

の年齢は23～79歳 であった。

投与量お よび投与方法 は1回250～500mgを1日

2～3回,原 則として食後に内服させた。投与期間は3

ないし10日 間である。

効果判定は臨床症状ならびに検査所見の改善の有無を

主とし,有 効,や や有効,無 効の3段 階とした。なお投

与前後の末梢血液像,肝 ・腎機能の変化についても検討

した。

効果判定可能症例は,急 性気管支炎6例,慢 性気管支

炎急性増悪4例,急 性扁桃炎1例,急 性膀胱炎3例 の計

14例 である。

副作用の検討は,自 覚的:他 覚的臨床症状の有無につ

いて,ま た検査値については一般検血 肝機能,腎 機能

を中心に本剤の投与前後の変動について検討 した。

Fig. 1 Chemical structure of CXM-AX

II.成 績

1.臨 床効果

各症例の疾患名,投 与量,臨 床成績 副作用などを一

括してTable1に 示 した。

急性気管支炎6例 中4例,慢 性気管支炎の急性増悪4

例中3例,急 性扁桃炎1例 は有効であった。また急性膀

胱炎の2例 と再発性尿路感染症の1例 はすべて有効 と判

定した。

総合的には効果判定対象症例14例 中,有 効11例,

やや有効2例(ITPに 併発 した急性気管支炎および気管

支喘息に併発 した急性気管支炎),無 効1例(潰 瘍お よ

び高血圧を 基礎に もつ 慢性気管支炎)で,有 効 率 は

78.6%で あ った。

対象 とした症例中,呼 吸器感染症が11例 と最も多か

ったが,そ のうち8例 が有効であった。なお尿路感染症

の3例 はすべてに臨床的効果を認めた。

2.細 菌学的効果

本剤が内服剤であ り,外 来投与で,し か も投与対象例

が大多数,軽 症例であるため,明 確な起炎菌が捉えられ

てないものがほ とんどであるが,少 量なが らS.aureus

を認めた2例 中消失 した の が1例,E.coliの 減少が1

例あった。

3.症 例

以下,一 部の症例について説明を加える。

症例No.8 S.B.77歳,男,慢 性気管支炎の急性増

悪,肺 気腫

数年来,肺 気腫に伴 う慢性気管支炎があった。昭和60

年2月5日 頃より咳嗽が増強,黄 色痰および38℃ 台に

近い発熱を認めるようになり,慢 性気管支炎の急性増悪

と考え,CXM-AXを 病 日3日 目より1回250mg,1



576 CHEMO THER APY NOV. 1986

Table 1 Clinical results of CKM AX trceatnent

日3回 内 服 させ て,症 状 は 漸 次 改 善 し,7日 間 の投 与 で

CRPも(卅)よ り陰 性 化 した ため 有 効 と した 。

症 例No.10U.S.70歳,女,慢 性 気 管 支 炎 の 急 性

増 悪,胃 潰 瘍 に よ る出血 性 貧血,高 血 圧 症

上 記 の 基 礎 疾 患 で 入院 中,昭 和60年1月17日,突

然38℃ 台 の 発 熱,つ い で咳 嗽 ・喀 痰 を 認 め る よ うに な

り,慢 性 気 管 支 炎 の急 性 増 悪 と診 断 し,CXM-AXを1

回250mg,1日3回 の投 与 を4日 間 行 った。 諸症 状 は

ほ とん ど軽 快 せ ず,以 後Cefotetan1日2gの 静 注 で

治 癒 せ しめ 得た 。 した が っ て 本剤 の効 果 は 無効 とした。

症 例No.11T.Y.47歳,女,急 性 扁桃 炎

昭 和60年5月29日,突 然,強 度 の咽 頭 痛を来 し,

38～39℃ 台 の発 熱 を 認 め た の で翌 日来院 した。扁桃は

著 明 に腫 大 し,発 赤 強 度 で 白苔 を 認 め た。CXM-AXを

1回500mg,1日3回 投 与 し,4日 目 よ り平熱 とな り

5日 間 の投 薬 で 諸 症 状 が ほ ぼ 消失 した の で有 効 と判定し

た 。

4.効 果判 定 除 外 例
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Table 2 Laboratory findings before & after treated with CXM-AX
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症 例No・1535歳,女,気 道 の 過 敏 性 炎症,多 型滲

出 性 紅 斑

昭 和59年7月 来,多 型 滲 出 性 紅 斑 の 診断 の も とに副

腎 皮 質 ス テ ロイ ドを 本 院 皮 膚 科 で 投 与 され て 一 時軽 快 し

てい たo翌 年1月10日 再 び前 回 同 様 の 発 疹 を 生 じ,近

医 で ヒス タ グ ロ ビ ソ ・抗 ヒス タ ミン剤 の 投 与 を 受 け た が

軽 快 せ ず,や が て咳 噺 ・咽 頭 痛 ・発 熱 を 伴 うよ うに な り

消 炎 酵 素 剤 やDibecacinが 使 用 さ れ た が 効 果 な く,当

院 を 訪 れ た。CXM-AXを1日1.593日 間 使 用 した

が,39℃ 台 の 発 熱,発 疹 の増 悪,咽 頭 痛 が 持 続 す る た

め 中止 した。 な お 本 剤 投 与 後GOT・GPTの 上 昇 を 認

め たが 中 止3日 目に 正常 化 した の で本 剤 との 関 係 が 疑 わ

れ た。

な お,こ の 症 例 は そ の 後,副 腎皮 質 ス テ ロ イ ド剤 で す

… て の症 状 が 改 善 され て い る こ とよ り,呼 吸 器 症 状 も過

敏 性 の も の と考 え ら れ た の でCXM-AXの 臨 床 効 果 判

定 よ り除 外 した 。

症 例No.1637歳,女,マ イ コ プ ラズ マ肺 炎

本剤 投 与3日 目に マ イ コ プ ラ ズマ肺 炎 で あ る こ とが 判

明 した の で,本 剤 の 臨 床効 果判 定 よ り除 外 した 。

5.副 作 用

本 剤 投 与 前 後 に お け る 自 ・他 覚 的 作 用 の 発 現状 態 を検

討 し,同 時 にTable2に 示 す よ うな 一 般 血 液所 見,

肝 ・腎 機 能 検 査 を 実施 した。 症 例No.4で 好酸 球 が本 剤

投 与 前4.5%,投 与 後14%(実 数952),中 止3日 目に

5%と 一 過 性 の上 昇 を認 め た。

また 症 例No.15に 本 剤 投 与 後,発 疹 の増 悪 とGOT・

GPTの 上 昇 が 認 め られ,中 止 に よ り元 に復 した 。 そ の

他 の症 例 には 自 ・他覚 的 に 何 ら 副 作用 は み られ なか っ

たo

III.考 按

CXM-AXはCXMの1-acetoxyethylesterで 英 国

Glaxo社 で開 発 され た経 ロセ フ ェム剤 であ る。 本剤 は腸

管 壁 で脱 エ ス テ ル 化 され てCXMと して 吸 収 され て抗

菌 力 を発 揮 す る。CXMは3位 にcarbamoyloxymethyl

基 を もち,生 体 内 で不 活化 され ず ト2).す で に 第26回 日

本 化 学 療 法 学 会 総 会 で そ の安 全 性 と有 用 性 が 評 価 され た

抗生剤である3)。

われわれ4}も以前.CXMに つ いては 基礎的 ・臨床的

に検討 し,報 告した。すなわち,そ の抗菌力はSa雄

eu3に つ い て はCephalothin(CET),Cephalonidine

(CER)お よびCefazolin(CEZ)よ り劣るが,こ れらの

薬剤に耐性のEcoli,kleb5iellaお よび ・Protmsに対す

る抗菌力が優れていること,ラ ットでの臓器内濃度では

CEZに 類似 しているが,肝 内濃度はCXMの 方が高い

こと,お よび臨床的にかなりの基礎疾患をもつ患者にも

有効であることを認めている。

CXM-AXは 生体内でCXMと して抗菌力を発i揮す

る内服薬で,今 回われわれがこれを呼吸器感染症および

尿路感染症の計14例 に使用 した成績では,全 体的には

78.6%の 有 効率(う ち尿路感染症では100%)で あっ

た。胆道感染症例が1例 もなかったが,前 に経験した実

験成績より見て,こ れらにも有用であろうと考えられ

る。

副作用として1例 に好酸球の増多を認めた。また,後

日,副 腎皮質ステロイ ドの使用で諸症状の軽快を認めた

ことより過敏性呼吸器疾患 と考えられた症例に本剤投与

後,発 疹の増悪とGOT・GPTの 上昇があったがこれ

は中止により軽快した。

その他には特記すべき副作用が認められず,本 剤は従

来のセフェム系内服抗生剤 と同様に有用な経口抗菌剤と

考えられた。

文 献

1) NORRBY, R.; R. D. FOORD & P. HEDLUND: Clin-

ical and pharmacokinetic studies on cemuro-

xime. J. Antimicrob. Chemother. 3: 355•`

362, 1977

2) FOORD, R. D.: Cefuroxime : Human pharma-

cokinetics. Antimicrob. Agents Chemother.

9: 741•`747, 1976

3) 第26回 日本 化 学 療 法 学 会 総 会, 新薬 シ ンポジウ

ムIII。Cefunoxime, 東 京, 1978

4) 大 久 保滉, 岡本 緩 子, 呉 京修, 右 馬文 彦, 上田

良 弘, 前 原 敬 悟, 牧 野 純 子: Cefuroximeの 基礎

的 ・臨 床的 研 究 。Chemothenapy 27 (S-6): 415

～427 , 1979



VOL.34 S-5 CHEMOTHERAPY 579
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Cefuroxime axetil (CXM-AX), a new cephem developed by Glaxo Group Research Ltd., was examined

for its clinical usefulness.

The results obtained were as follows.

CXM-AX therapy (0. 25-0. 5 g •~2-3/day for 3-10 days) was effective in eight patients out of eleven

with RTI, as well as in all of the three UTI patients.

As for the untoward reaction to the therapy, out of 16 administered cases, one showed eosinophilia,

and another slight exacerbation of eruption and elevation of S-GOT•EGPT.


